
(57)【要約】

　穿刺機構の一部を囲む内部表面を有する主ハウジング

（１２）を含む穿刺装置（１０）が開示されている。穿

刺機構は、シャフト（３８）と、シャフト（３８）の一

部を取り囲む駆動ばね（４２）とに取り付けられたラン

セットホルダ（３６）を含む。穿刺装置（１０）はさら

に、主ハウジング（１２）に隣接した可動ハウジング（

１４）を含む。可動ハウジング（１４）は、穿刺機構の

シャフト（３８）の一部を囲む内部表面を有する。シャ

フト（３８）の囲まれた部分は、保持器（４０）と、シ

ャフト（３８）の少なくとも一部分を取り囲む二次ばね

（４６）とを有する。二次ばね（４６）は、可動ハウジ

ング（１４）をコッキング位置から停止位置へ移動させ

るように適合されている。二次ばね（４６）はさらに、

穿刺機構を穿刺位置から停止位置へ移動させるように適

合されている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 穿 刺 機 構 の 一 部 を 囲 む 内 部 表 面 を 有 す る 主 ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 穿 刺 機 構 が シ ャ フ ト に
お よ び シ ャ フ ト の 一 部 を 取 り 囲 む 駆 動 ば ね に 取 り 付 け ら れ た ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ を 含 み 、 駆
動 ば ね が ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ と 内 部 表 面 と の 間 に 位 置 付 け ら れ 、 穿 刺 機 構 が 停 止 位 置 お よ び
コ ッ キ ン グ 位 置 、 な ら び に 穿 刺 位 置 の 間 を 移 動 す る よ う に 適 合 さ れ た 主 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 主 ハ ウ ジ ン グ に 隣 接 し た 可 動 ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 停 止 位 置 か ら コ ッ キ ン グ 位 置 へ 移 動
す る よ う に 適 合 さ れ 、 穿 刺 機 構 の シ ャ フ ト の 一 部 を 囲 む 内 部 表 面 を 有 し 、 シ ャ フ ト の 囲 ま
れ た 部 分 が 、 保 持 器 と 、 シ ャ フ ト の 少 な く と も 一 部 分 を 取 り 囲 む 二 次 ば ね と を 有 し 、 二 次
ば ね が 、 保 持 器 と 可 動 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 表 面 と の 間 に 位 置 付 け ら れ る 可 動 ハ ウ ジ ン グ と を
含 み 、
　 二 次 ば ね が 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ を コ ッ キ ン グ 位 置 か ら 停 止 位 置 へ 移 動 さ せ る よ う に 適 合 さ
れ 、 二 次 ば ね が さ ら に 、 穿 刺 機 構 を 穿 刺 位 置 か ら 停 止 位 置 へ 移 動 さ せ る よ う に 適 合 さ れ た
穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 二 次 ば ね が 、 駆 動 ば ね の ば ね 定 数 未 満 の ば ね 定 数 を 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 駆 動 ば ね が 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ま た は 主 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 表 面 に 取 り 付 け ら れ て い な い
、 請 求 項 １ 記 載 の 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 二 次 ば ね が 、 シ ャ フ ト の 保 持 器 ま た は 可 動 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 表 面 に 取 り 付 け ら れ て い な
い 、 請 求 項 １ 記 載 の 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 駆 動 ば ね と 、 二 次 ば ね と の 双 方 が 、 穿 刺 機 構 の い か な る 部 品 に も 取 り 付 け ら れ て い な い
、 請 求 項 １ 記 載 の 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 二 次 ば ね が 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 納 さ れ た シ ャ フ ト の 全 体 部 を 取 り 囲 む 、 請 求 項 １ 記
載 の 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ラ ン セ ッ ト を 制 動 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ｉ ） 穿 刺 機 構 の 一 部 を 囲 む 内 部 表 面 を 有 す る 主 ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 穿 刺 機 構 が シ ャ
フ ト に お よ び シ ャ フ ト の 一 部 を 取 り 囲 ま れ た 駆 動 ば ね が 取 り 付 け ら れ た ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ
を 含 み 、 駆 動 ば ね が ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ と 内 部 表 面 と の 間 に 位 置 付 け さ れ 、 穿 刺 機 構 が 停 止
位 置 お よ び コ ッ キ ン グ 位 置 、 な ら び に 穿 刺 位 置 の 間 を 移 動 す る よ う に 適 合 さ れ た 主 ハ ウ ジ
ン グ と 、
　 （ ｉ ｉ ） 主 ハ ウ ジ ン グ に 隣 接 し た 可 動 ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ が 停 止 位 置
か ら コ ッ キ ン グ 位 置 へ 移 動 す る よ う に 適 合 さ れ 、 穿 刺 機 構 の シ ャ フ ト の 一 部 を 取 り 囲 む 内
部 表 面 を 有 し 、 シ ャ フ ト の 取 り 囲 ま れ た 部 分 が 、 保 持 器 と 、 シ ャ フ ト の 少 な く と も 一 部 分
を 取 り 囲 む 二 次 ば ね と を 有 し 、 二 次 ば ね が 、 保 持 器 と 可 動 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 表 面 と の 間 に
位 置 付 け さ れ る 可 動 ハ ウ ジ ン グ と
を 含 む 穿 刺 装 置 を 備 え る 動 作 と 、
　 可 動 ハ ウ ジ ン グ を 主 ハ ウ ジ ン グ か ら 離 し て コ ッ キ ン グ 位 置 へ 移 動 す る こ と に よ り 、 駆 動
ば ね お よ び 二 次 ば ね を 縮 め る 動 作 と 、
　 二 次 ば ね を ひ ろ げ 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ を コ ッ キ ン グ 位 置 か ら 主 ハ ウ ジ ン グ に 隣 接 す る 停 止
位 置 へ 移 動 さ せ る 動 作 と 、
　 駆 動 ば ね を 作 動 し 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ を コ ッ キ ン グ 位 置 か ら 穿 刺 位 置 へ 移 動 さ せ る 動 作
と 、
　 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ が コ ッ キ ン グ 位 置 か ら 穿 刺 位 置 へ 移 動 す る に 従 い 、 二 次 ば ね を 再 度 縮
め る 動 作 と 、
　 二 次 ば ね を 再 度 縮 め 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ を 穿 刺 位 置 か ら 停 止 位 置 へ 移 動 さ せ る 動 作 と
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を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ が コ ッ キ ン グ 位 置 か ら 穿 刺 位 置 に 移 動 す る に 従 い 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ
に 加 え ら れ る 力 を 調 整 す る た め 、 駆 動 ば ね と 二 次 ば ね と の 間 の ば ね 率 を 調 整 す る 動 作 を さ
ら に 含 む 、 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 駆 動 ば ね が 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ま た は 主 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 表 面 に 取 り 付 け ら れ て い な い
、 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 二 次 ば ね が 、 シ ャ フ ト の 保 持 器 ま た は 可 動 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 表 面 に 取 り 付 け ら れ て い な
い 、 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 駆 動 ば ね と 、 二 次 ば ね と の 双 方 が 、 穿 刺 機 構 の い か な る 部 品 に も 取 り 付 け ら れ て い な い
、 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 二 次 ば ね が 駆 動 ば ね の ば ね 定 数 未 満 の ば ね 定 数 を 有 す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ が コ ッ キ ン グ 位 置 か ら 穿 刺 位 置 に 移 動 す る に 従 い 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ
に 収 納 さ れ た ラ ン セ ッ ト に よ り 、 被 験 者 の 皮 膚 を 突 き 刺 す 動 作 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ７ 記
載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 一 般 に 、 診 断 装 置 に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ の 位 置 を 変 え 、 二
次 ば ね を 利 用 し て 、 ラ ン セ ッ ト を 制 動 す る た め の シ ス テ ム お よ び 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 背 景
　 体 液 内 の 分 析 対 象 物 の 定 量 測 定 は 、 特 定 の 生 理 的 な 異 常 の 診 断 お よ び 保 守 に お い て 、 非
常 に 重 要 で あ る 。 例 え ば 、 ラ ク テ ー ト 、 コ レ ス テ ロ ー ル お よ び ビ リ ル ビ ン は 、 特 定 の 患 者
に お い て 測 定 さ れ る べ き で あ る 。 特 に 、 食 餌 に お け る グ ル コ ー ス の 摂 取 量 を 管 理 す る た め
に 、 体 液 内 の グ ル コ ー ス の レ ベ ル を 頻 繁 に 確 認 す る 必 要 が あ る よ う な 糖 尿 病 患 者 に と っ て
、 体 液 内 の グ ル コ ー ス を 測 定 す る こ と は 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 体 液 試 料 を 、 例 え ば 全 血 試 料 を 入 手 す る 方 法 の 一 つ に 、 穿 刺 装 置 を 使 用 す る も の が あ る
。 全 血 試 料 は 、 患 者 の グ ル コ ー ス を 測 定 す る た め に 用 い る こ と が で き る 。 既 存 の 穿 刺 装 置
で は 、 ラ ン セ ッ ト を 用 い て 皮 膚 組 織 を 刺 し 、 血 液 試 料 を 皮 膚 の 表 面 上 で 形 成 で き る よ う に
な さ れ て い る 。 全 血 試 料 は そ の 後 、 試 験 装 置 に 移 さ れ る 。 全 血 試 料 は 多 く の 場 合 、 グ ル コ
ー ス 測 定 用 と し て 被 験 者 の 指 先 か ら 採 取 さ れ る が 、 そ れ は 毛 細 血 管 が 多 く 集 中 し て い る こ
と に よ り 、 血 液 が 効 率 的 に 供 給 さ れ る た め で あ る 。 し か し 、 指 先 か ら 血 液 を 採 取 す る こ と
は 、 神 経 終 末 が 多 く 集 中 し て い て 、 多 く の 患 者 に 痛 み や 不 快 さ を 生 じ さ せ る た め 、 不 利 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 指 先 を 刺 す 場 合 の 特 有 の 痛 み や 不 快 さ に 加 え 、 既 存 の 穿 刺 装 置 で は 、 皮 膚 へ の 初 期 の 突
き 刺 し の 後 、 ラ ン セ ッ ト を 適 切 に 制 動 で き な い た め に 、 多 く の 患 者 に さ ら な る 痛 み を 生 じ
さ せ る 場 合 が あ る 。 そ の 結 果 、 患 者 の 皮 膚 に 対 し て 、 複 数 回 の 穿 刺 を 行 う こ と と な り 、 治
癒 に か か る 時 間 を 余 分 に 要 し 、 ユ ー ザ の 不 快 さ が 増 大 す る 。 一 方 、 過 剰 な 制 動 を 行 う と 、
ラ ン セ ッ ト の 力 が 低 減 さ れ て 、 穿 刺 の 深 さ に 悪 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ り 、 試 料 サ イ ズ が
不 十 分 な た め に 再 度 穿 刺 を 行 う 必 要 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 こ れ ら の 問 題 を 解 決 し 、 そ れ と 同 時 に 穿 刺 装 置 の 製 造 に 必 要 と さ れ る 部 品 の 数 を 減 じ 、
そ れ に よ り 装 置 全 体 の 費 用 を 低 減 す る よ う な 穿 刺 装 置 お よ び 方 法 を 有 す る こ と が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
発 明 の 概 要
　 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る と 、 穿 刺 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 穿 刺 装 置 は 、 穿 刺 機 構
の 一 部 を 囲 む 内 部 表 面 を 有 す る 主 ハ ウ ジ ン グ を 含 む 。 穿 刺 機 構 は 、 シ ャ フ ト お よ び シ ャ フ
ト の 一 部 を 取 り 囲 む 駆 動 ば ね に 取 り 付 け ら れ た ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ を 含 む 。 駆 動 ば ね は 、 ラ
ン セ ッ ト ホ ル ダ と 内 部 表 面 と の 間 に 位 置 付 け ら れ る 。 穿 刺 機 構 は 、 停 止 位 置 お よ び コ ッ キ
ン グ 位 置 （ Cocking Position） 、 な ら び に 穿 刺 位 置 の 間 を 移 動 す る よ う に 適 合 さ れ る 。 穿
刺 装 置 は さ ら に 、 主 ハ ウ ジ ン グ に 隣 接 し た 可 動 ハ ウ ジ ン グ を 含 む 。 可 動 ハ ウ ジ ン グ は 、 停
止 位 置 か ら コ ッ キ ン グ 位 置 へ 移 動 す る よ う に 適 合 さ れ る 。 可 動 ハ ウ ジ ン グ は 、 穿 刺 機 構 の
シ ャ フ ト の 一 部 を 囲 む 内 部 表 面 を 有 す る 。 シ ャ フ ト の 囲 ま れ た 部 分 は 、 保 持 器 と 、 シ ャ フ
ト の 少 な く と も 一 部 分 を 取 り 囲 む 二 次 ば ね と を 有 す る 。 二 次 ば ね は 、 保 持 器 と 可 動 ハ ウ ジ
ン グ の 内 部 表 面 と の 間 に 位 置 付 け ら れ る 。 二 次 ば ね は 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ を コ ッ キ ン グ 位 置
か ら 停 止 位 置 へ 移 動 さ せ る よ う に 適 合 さ れ る 。 二 次 ば ね は さ ら に 、 穿 刺 機 構 を 穿 刺 位 置 か
ら 停 止 位 置 へ 移 動 さ せ る よ う に 適 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 に よ る と 、 上 述 の 穿 刺 装 置 を 利 用 し て 、 ラ ン セ ッ ト を 制 動 す る 方
法 が 開 示 さ れ て い る 。 上 述 の 穿 刺 装 置 を 備 え る 動 作 と 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ を 主 ハ ウ ジ ン グ か
ら 離 し て コ ッ キ ン グ 位 置 へ 移 動 す る こ と に よ り 、 駆 動 ば ね お よ び 二 次 ば ね を 縮 め る 動 作 と
を 含 む 方 法 で あ る 。 さ ら に 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ を 、 コ ッ キ ン グ 位 置 か ら 主 ハ ウ ジ ン グ に 隣 接
す る 停 止 位 置 へ 移 動 さ せ る た め 、 二 次 ば ね を ひ ろ げ る 動 作 と 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ を 、 コ ッ
キ ン グ 位 置 か ら 穿 刺 位 置 へ 移 動 さ せ る た め 、 駆 動 ば ね を 作 動 す る 動 作 と を 含 む 方 法 で あ る
。 さ ら に 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ が コ ッ キ ン グ 位 置 か ら 穿 刺 位 置 へ 移 動 す る よ う に 、 二 次 ば ね
を 再 度 縮 め る 動 作 と 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ を 、 穿 刺 位 置 か ら 停 止 位 置 へ 移 動 さ せ る た め 、 二
次 ば ね を ひ ろ げ る 動 作 と を 含 む 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 本 発 明 の 概 要 は 、 各 実 施 態 様 を 、 ま た は 本 発 明 の す べ て の 面 を 表 す こ と を 意 図 し
て い な い 。 そ れ は 、 以 下 に 続 く 図 面 お よ び 詳 細 な 説 明 が 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 前 述 お よ び 他 の 利 点 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 読 み 、 か つ 図 面 を 参 照 す る こ と に
よ り 明 白 と な ろ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 様 々 な 改 変 お よ び 代 替 形 態 の 余 地 が あ る が 、 具 体 的 な 実 施 態 様 を 実 施 例 と し
て 図 面 に 示 し 、 本 明 細 書 で 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 開 示 さ れ る 特 定 の 形 態 に 本 発 明 を 限
定 す る 意 図 は な い と い う こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 そ れ ど こ ろ か 、 本 発 明 は 、 請 求 の
範 囲 に よ っ て 画 定 さ れ る 発 明 の 本 質 お よ び 範 囲 に 入 る す べ て の 改 変 、 均 等 お よ び 代 替 を 包
含 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
詳 細 な 説 明
　 本 発 明 は 、 被 験 者 か ら 体 液 を 取 り 出 す 用 途 の た め の ラ ン セ ッ ト を 受 け る よ う に 適 合 さ れ
た 、 穿 刺 装 置 に 向 け ら れ る 。 体 液 は 一 般 に 、 体 液 試 料 内 に お け る 濃 度 を 測 定 す る た め に 後
で 検 査 さ れ る 、 少 な く と も １ つ の 分 析 対 象 物 を 含 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 穿 刺 装 置 お よ び ラ ン セ ッ ト は 、 被 験 者 か ら 血 液 す な わ ち 体 液 試 料 を 生 成 す る た め に 用 い
る こ と が で き る 。 そ の 後 、 こ の 試 料 は 、 計 測 器 お よ び テ ス ト ス ト リ ッ プ 、 ま た は 同 様 の 装
置 を 用 い て 分 析 さ れ 、 検 査 す る 分 析 対 象 物 の 濃 度 を 測 定 す る こ と が で き る 。 穿 刺 装 置 に よ
っ て 収 集 さ れ 得 る 分 析 対 象 物 の 種 類 の 例 と し て 、 グ ル コ ー ス 、 脂 質 プ ロ フ ィ ー ル （ 例 え ば
、 コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト リ グ リ セ リ ド 、 Ｌ Ｄ Ｌ お よ び Ｈ Ｄ Ｌ ） 、 マ イ ク ロ ア ル ブ ミ ン 、 ヘ モ
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グ ロ ビ ン Ａ １ Ｃ 、 フ ル ク ト ー ス 、 ラ ク テ ー ト 、 お よ び ビ リ ル ビ ン が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 ま ず 図 １ ～ ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 、 被 験 者 か ら 流 体
試 料 を 採 取 す る た め の 穿 刺 装 置 が 図 示 さ れ て い る 。 穿 刺 装 置 １ ０ は 主 ハ ウ ジ ン グ １ ２ を 有
し 、 主 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に は 、 連 動 し て 動 か す こ と の で き る 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ が 付 属 し て
い る 。 主 ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 第 １ の 主 ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ａ と 、 第 ２ の 主 ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２
ｂ と を 含 む 。 第 １ お よ び 第 ２ の 主 ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ａ 、 ｂ は 、 着 脱 可 能 な よ う に 取 り 付 け
る こ と が で き 、 ま た 、 ひ と つ の 永 久 的 に 取 り 付 け ら れ た 部 品 と し て 、 形 成 ま た は 成 型 す る
こ と も で き る 。 端 部 キ ャ ッ プ 支 持 部 １ ６ は 、 穿 刺 装 置 １ ０ の 試 験 端 部 (testing end)で 、
主 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ は 、 端 部 キ ャ ッ プ 支 持 部 １ ６ に 、
着 脱 可 能 な よ う に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ は 取 り 付 け ら れ る と 、 例 え
ば 端 部 キ ャ ッ プ 支 持 部 １ ６ と 一 体 化 し て 形 成 さ れ た 一 対 の 支 持 ア ー ム ２ ０ ａ ～ ｂ に よ り 、
端 部 キ ャ ッ プ 支 持 部 １ ６ 上 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 使 用 時 に は 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ を 主 ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら 引 き 離 し て 内 部 穿 刺 機 構 を コ
ッ キ ン グ 位 置 へ 移 動 さ せ 、 そ の 後 押 し ボ タ ン ２ ２ を 押 し 下 げ て 穿 刺 機 構 ２ ４ を 作 動 さ せ （
図 ９ ） 、 ラ ン セ ッ ト ３ ０ の ラ ン ス ３ ４ の 鋭 い 先 端 が 、 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ に 形 成 さ れ た 開 口
（ 図 示 せ ず ） を 通 し て 押 し 出 さ れ る 。 穿 刺 装 置 １ ０ は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 幅 を 持 つ 、 多 数 の
異 な る 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ を 備 え る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り さ ま ざ ま な 深 さ の 皮 膚 穿
刺 の 形 成 が 容 易 に な る 。 こ れ に 代 え 、 単 一 の 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ を 利 用 し て 、 深 さ の 異 な る
穿 刺 を 行 う こ と が で き る よ う に す る 調 整 ダ イ ア ル ２ ６ を 、 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ に 付 属 さ せ る
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ お よ び ３ は 、 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ が は ず さ れ た 状 態 の 穿 刺 装 置 １ ０ を 図 示 し て い る 。
ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ は 、 そ の 中 央 部 に 形 成 さ れ た 、 ほ ぼ 円 筒 型 の 開 口 ２ ８ を 含 む 。 図 ３
に 図 示 す る 通 り 、 開 口 ２ ８ は 、 ラ ン セ ッ ト ３ ０ を 収 納 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 。 ラ ン セ
ッ ト ３ ０ は 、 鋭 利 な 先 端 を 有 す る ラ ン ス ３ ４ が 延 出 す る ラ ン セ ッ ト 本 体 ３ ２ を 含 む 。 ラ ン
ス ３ ４ は 、 保 護 キ ャ ッ プ ７ ０ の 内 部 に 格 納 さ れ 、 ユ ー ザ を 予 期 し な い 穿 刺 か ら 保 護 す る 。
加 え て 、 保 護 キ ャ ッ プ ７ ０ は 、 ラ ン ス ３ ４ が 使 用 前 に 汚 染 さ れ る の を 防 止 す る 助 け と な り
、 ま た 、 ラ ン ス ３ ４ の 使 用 後 に は 、 ラ ン セ ッ ト ３ ０ を は ず す 前 に 交 換 す る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 同 様 に 図 ４ を 参 照 す る と 、 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ が 取 り 外 さ れ た 状 態 で 、 停 止 位 置 に あ る 穿
刺 装 置 １ ０ の 断 面 図 が 図 示 さ れ て い る 。 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ は 、 細 長 い シ ャ フ ト ３ ８ に
一 体 化 し て 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 連 結 さ れ て い る 。 シ ャ フ ト ３ ８ は 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ １
４ の 内 部 に 支 持 さ れ た 保 持 器 ４ ０ を 有 す る 。 シ ャ フ ト ３ ８ の 周 り に は 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ
３ ６ と 、 第 １ の 主 ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ａ と 一 体 化 し て 形 成 さ れ た ば ね 止 め ４ ４ と の 間 に お い
て 、 駆 動 ば ね ４ ２ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ は 、 そ れ と と も に 一 体 化 し て 形 成 さ れ た 一 対 の 細 長 い 支 柱 ４ ８ ａ 、
ｂ を 有 す る 。 支 柱 ４ ８ ａ 、 ｂ は そ れ ぞ れ 、 第 １ の 主 ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ａ に 形 成 さ れ た 開 口
（ 図 示 せ ず ） を 通 し て 、 主 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 中 に 延 出 し て い る 。 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ 内 の
シ ャ フ ト ３ ８ の 周 り に は 、 二 次 ば ね ４ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 二 次 ば ね ４ ６ の 第 １ の 端 部 は
、 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ の 内 部 表 面 に 対 向 し て 配 置 さ れ 、 二 次 ば ね ４ ６ の 第 ２ の 端 部 は 、 シ
ャ フ ト ３ ８ の 保 持 器 ４ ６ に 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。 二 次 ば ね ４ ６ は 、 穿 刺 装 置 １ ０ の 縦
軸 に 沿 っ て 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ 内 部 の 中 央 に 位 置 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 穿 刺 装 置 １ ０ が 使 用 さ れ て い な い と き の 、 穿 刺 装 置 １ ０ の 内 部 を 図 示 し て い る
。 こ の 位 置 で は 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ は 、 穿 刺 位 置 と コ ッ キ ン グ 位 置 と の 間 の 停 止 位 置
に 配 置 さ れ て い る 。 停 止 位 置 に お い て は 、 駆 動 ば ね ４ ２ と 二 次 ば ね ４ ６ と の 双 方 が 、 実 質
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的 に 縮 め ら れ て お ら ず 、 互 い に 均 衡 状 態 に あ る 。 図 ５ は 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ が 主 ハ ウ ジ
ン グ １ ２ か ら 引 き 離 さ れ 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ お よ び 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ が コ ッ キ ン グ
位 置 に あ る と き の 、 穿 刺 装 置 １ ０ の 内 部 を 示 し て い る （ ラ ン セ ッ ト ３ ０ は 示 さ れ て い な い
） 。 コ ッ キ ン グ 位 置 に お い て は 、 ユ ー ザ が 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ を 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら 離
す よ う に 矢 印 Ａ の 方 向 に 動 か す に つ れ 、 駆 動 ば ね ４ ２ と 二 次 ば ね ４ ６ と の 双 方 が 、 実 質 的
に 縮 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ ～ ６ お よ び 図 ８ を 参 照 す る と 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ を 停 止 位 置 か ら コ ッ キ
ン グ 位 置 へ 移 動 さ せ る た め に 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ が 、 主 ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら 矢 印 Ａ の 方
向 に 向 か っ て 引 き 離 さ れ る 。 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ 上 に 形 成 さ れ た 、 傾 斜 し た 複 数 の 止 め
部 材 ５ ０ ａ 、 ｂ が 、 押 し ボ タ ン ２ ２ 上 に 位 置 付 け ら れ た 複 数 の キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ
を （ 図 ４ ～ ６ に 図 示 さ れ る よ う に 、 右 に 向 か っ て ） 通 過 す る ま で 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ を
― 駆 動 ば ね ４ ２ お よ び 二 次 ば ね ４ ６ の 力 に 逆 ら っ て ― 引 き 続 け る （ 図 ８ に 最 も 良 く 示 さ れ
て い る ） 。 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ は そ れ ぞ れ 、 傾 斜 し た 止 め 部 材 ５ ０ ａ 、 ｂ と 係 合 す
る よ う に 適 合 さ れ た 、 個 別 の 端 部 ５ ３ ａ 、 ｂ を 有 す る 。 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ の 端 部
５ ３ ａ 、 ｂ は 、 傾 斜 し た 止 め 部 材 ５ ０ ａ 、 ｂ と 反 対 側 に 傾 斜 さ れ 、 傾 斜 し た 止 め 部 材 ５ ０
ａ 、 ｂ が 矢 印 Ａ の 方 向 に 動 か さ れ た と き 、 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ の 端 部 ５ ３ ａ 、 ｂ に
接 触 す る 。 傾 斜 し た 止 め 部 材 ５ ０ ａ 、 ｂ の 動 作 に よ り 、 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ の 端 部
５ ３ ａ 、 ｂ は ― 備 え 付 け の 押 し ボ タ ン ２ ２ と 同 様 ― 第 １ の 主 ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ａ の 方 向 に
押 し 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 傾 斜 し た 止 め 部 材 ５ ０ ａ 、 ｂ が 、 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ の 端 部 ５ ３ ａ 、 ｂ を 通 過 す
る と 、 ば ね 機 構 ６ ４ （ 図 ８ ） ― 第 ２ の 主 ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ｂ と 押 し ボ タ ン ２ ２ と の 間 に 位
置 付 け ら れ て い る ― が 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ａ に 向 か っ て 、 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、
ｂ を 押 し 出 す 。 こ の 動 作 に よ り 、 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ の 端 部 ５ ３ ａ 、 ｂ を 、 傾 斜 し
た 止 め 部 材 ５ ０ ａ 、 ｂ に 係 合 さ せ る 。 こ の 位 置 で は 、 駆 動 ば ね ４ ２ に よ る 、 ラ ン セ ッ ト ホ
ル ダ ３ ６ の 矢 印 Ｂ の 方 向 へ の 移 動 が 抑 止 さ れ る 。 傾 斜 し た 止 め 部 材 ５ ０ ａ 、 ｂ が 係 合 さ れ
た 後 、 ユ ー ザ は 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ を 開 放 し 、 図 ６ に 示 す と お り 、 今 度 は 縮 め ら れ た 二 次
ば ね ４ ６ に よ り 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ を 、 主 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 隣 接 し た 初 期 の 位 置 に 引 き 戻
さ せ る 。 穿 刺 装 置 １ ０ は こ こ で 、 コ ッ キ ン グ 位 置 に あ り 、 駆 動 ば ね ４ ２ は 実 質 的 に 縮 め ら
れ 、 二 次 ば ね ４ ６ は 実 質 的 に ひ ろ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ は 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ の 一 部 に 形 成 さ れ た ガ イ ド リ ブ ５ ６ （ 図 ９
） に よ り 、 停 止 位 置 と コ ッ キ ン グ 位 置 と の 間 に 案 内 さ れ る 。 ガ イ ド リ ブ ５ ６ は 、 第 １ の 主
ハ ウ ジ ン グ １ ２ ａ の 内 部 に 形 成 さ れ て い る 、 一 対 の 隆 起 し た ガ イ ド レ ー ル ６ ０ ａ 、 ｂ の 間
に 形 成 さ れ た 溝 ５ ８ の 内 側 で 支 え ら れ て 回 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 被 験 者 の 皮 膚 上 で 穿 刺 を 行 う た め に 、 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ が 穿 刺 装 置 １ ０ に 取 り 付 け ら れ
て い る 。 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ は 、 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る と き 、 コ ッ キ
ン グ 位 置 に 置 く こ と が で き 、 ま た は 、 い っ た ん 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ が 端 部 キ ャ ッ プ 支 持 部 １
６ に 、 着 脱 可 能 な よ う に 取 り 付 け ら れ た な ら ば 、 コ ッ キ ン グ す る こ と も 可 能 で あ る 。 端 部
キ ャ ッ プ １ ８ は 、 穿 刺 を 行 う 皮 膚 に 対 向 し て 設 置 さ れ 、 押 し ボ タ ン ２ ２ が 押 し 下 げ ら れ る
。 押 し ボ タ ン ２ ２ を 押 し 下 げ る こ と に よ り 、 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ （ 図 ８ ） ― 押 し ボ
タ ン ２ ２ の 底 部 に 一 体 化 し て 形 成 さ れ て い る ― が 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ か ら 離 さ れ 、 第
１ の 主 ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ａ に 向 か っ て 動 か さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３
６ は も は や 、 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ の 端 部 ５ ３ ａ 、 ｂ と 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ の 傾
斜 し た 止 め 部 材 ５ ０ ａ 、 ｂ と の 接 触 に よ り 、 矢 印 Ｂ の 方 向 へ の 移 動 を 抑 止 さ れ る こ と が な
く な る 。 ば ね 機 構 ６ ４ （ 図 ８ ） ― 例 え ば 、 弾 性 的 に 変 形 可 能 な 発 泡 材 料 ― は 、 押 し ボ タ ン
２ ２ と 、 主 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 一 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 押 し ボ タ ン ２ ２ を 非 作 動 位 置 に か た
む け る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の と お り 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ を 開 放 す る と 、 ラ ン ス ３ ４ の 鋭 利 な 先 端 部 （ 図 ３
） が 開 口 ２ ４ を 通 過 し て 端 部 キ ャ ッ プ １ ８ 内 に 向 か い 、 穿 刺 を 行 う ま で 、 駆 動 ば ね ４ ２ が
ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ を 矢 印 Ｂ の 方 向 へ 押 し 出 す 。 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ が 矢 印 Ｂ の 方 向
へ 移 動 す る に 従 い 、 取 り 付 け ら れ た シ ャ フ ト ３ ８ も ま た 、 矢 印 Ｂ の 方 向 へ 移 動 す る 。 ラ ン
セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ が 穿 刺 位 置 へ 移 動 す る に 従 い 、 シ ャ フ ト ３ ８ の 保 持 器 ４ ０ に よ り 、 二 次
ば ね ４ ６ が 縮 め ら れ る 。 最 終 的 に 、 縮 め ら れ た 二 次 ば ね ４ ６ の 復 帰 力 が 、 駆 動 ば ね ４ ２ の
穿 刺 力 よ り も 大 き く な る 。 こ こ で ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ は 、 二 次 ば ね ４ ６ の 復 帰 力 に よ り
向 き を 変 え ら れ 、 矢 印 Ａ の 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り 、 停 止 位 置 へ 戻 る 。 こ れ に 代 え 、 い
く つ か の 実 施 態 様 に お い て は 、 止 め 部 材 が 備 え ら れ 、 二 次 ば ね ４ ６ が ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３
６ を 停 止 位 置 へ 戻 す と き に 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ が 矢 印 Ｂ の 方 向 に 向 か っ て 移 動 し す ぎ
て し ま う の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ は 典 型 的 に は 、 矢 印 Ａ の 方 向 に 向 か っ て 、 停 止 位 置 に 戻
る た め に 必 要 で あ る 以 上 に 先 へ 移 動 し て し ま う 。 し た が っ て 、 駆 動 ば ね ４ ２ を わ ず か に 再
度 縮 め る こ と に よ り 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ が 、 再 度 矢 印 Ｂ の 方 向 へ 移 動 す る よ う に な る
。 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ が （ 駆 動 ば ね ４ ２ が わ ず か に 再 度 縮 め ら れ る こ と に よ り ） 矢 印 Ｂ
の 方 向 へ 後 退 し 始 め る と 、 二 次 ば ね ４ ６ が 再 度 縮 め ら れ る 。 二 次 ば ね ４ ６ を 再 度 縮 め ら れ
る た め に 必 要 な 力 に よ り 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ の 動 き が 効 果 的 に 制 動 さ れ る 。 こ の よ う
に 制 動 す る こ と に よ っ て 、 駆 動 ば ね ４ ２ ― お よ び そ の 固 有 の 傾 向 で あ る （ 弾 性 的 に 変 形 可
能 で あ る 性 質 に よ る ） 振 動 ― に よ る 、 ２ 度 目 の 意 図 し な い 皮 膚 穿 刺 を 引 き 起 こ す こ と を 抑
制 し 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 図 ８ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 押 し ボ タ ン ２ ２ が 図 示 さ れ て
い る 。 押 し ボ タ ン ２ ２ は 本 体 ６ ２ を 含 み 、 そ こ か ら ２ つ の キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ が 延
び て い る 。 各 キ ャ ッ チ ア ー ム ５ ２ ａ 、 ｂ は 、 本 体 ６ ２ か ら 見 て 反 対 側 に 、 端 部 ５ ３ ａ 、 ｂ
を そ れ ぞ れ 含 む 。 各 々 の 端 部 ５ ３ ａ 、 ｂ は 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ の 傾 斜 し た 止 め 部 材 ５
０ ａ 、 ｂ に 係 合 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 。 ば ね 機 構 ６ ４ 、 例 え ば 、 弾 性 的 に 変 形 可 能 な
発 泡 体 が 、 本 体 ６ ２ の 裏 側 に 位 置 付 け ら れ て い る 。 図 ４ ～ ６ に 関 し て 上 述 し た と お り 、 押
し ボ タ ン ２ ２ が 穿 刺 装 置 １ ０ に 組 み 込 ま れ て い る 場 合 、 ば ね 機 構 ６ ４ は 第 ２ の 主 ハ ウ ジ ン
グ 部 １ ２ ｂ の 一 部 と 接 触 し 、 押 し ボ タ ン ２ ２ を 非 作 動 位 置 に 傾 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 図 ９ を 参 照 す る と 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ 内 に 配 置 さ れ た 、 ラ ン セ ッ ト ３ ０ の 斜
視 図 が 図 示 さ れ て い る 。 ラ ン セ ッ ト ３ ０ は 、 ラ ン セ ッ ト 本 体 ３ ２ と 一 体 化 し て 形 成 さ れ た
部 分 を 有 し 、 ラ ン ス ３ ４ の 鋭 利 な 先 端 部 を 覆 う 保 護 キ ャ ッ プ ７ ０ と と も に 示 さ れ て い る 。
穿 刺 装 置 １ ０ の 使 用 に 先 立 っ て 、 新 品 の ラ ン セ ッ ト ３ ０ の ラ ン セ ッ ト 本 体 ３ ２ を 、 ラ ン セ
ッ ト ホ ル ダ ３ ６ に 配 置 さ れ た 円 筒 型 の 開 口 に 挿 入 し 、 そ の 後 保 護 キ ャ ッ プ ７ ０ を 、 図 ９ に
示 す 矢 印 Ｃ の 方 向 に ひ ね り 、 ラ ン セ ッ ト 組 立 部 ３ ０ か ら 外 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ は 、 溝 ５ ８ （ 図 ５ ～ ６ ） 内 に 挿 入 さ れ る よ う に 適 合 さ れ た ガ イ ド
リ ブ ５ ６ を 含 む 。 ガ イ ド リ ブ ５ ６ お よ び 溝 ５ ８ は 、 ラ ン セ ッ ト ３ ０ に よ る 被 験 者 の 皮 膚 へ
の 直 線 的 な 穿 刺 を 支 援 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 。 直 線 的 な 穿 刺 は 、 皮 膚 の 穿 刺 に お い て
生 じ る 痛 み が 少 な く 、 治 癒 が よ り 早 い た め 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 の 穿 刺 装 置 １ ０ の 構 造 に よ り 、 一 般 的 な 穿 刺 装 置 で は こ れ ま で に 実 現 し 得 な か っ た
、 多 く の 利 点 が も た ら さ れ る 。 例 え ば 、 二 次 ば ね ４ ６ は 、 可 動 ハ ウ ジ ン グ １ ４ を コ ッ キ ン
グ 位 置 か ら 停 止 位 置 ま で 動 か す こ と だ け で な く 、 ラ ン セ ッ ト ホ ル ダ ３ ６ を 穿 刺 位 置 か ら 停
止 位 置 ま で も ど す こ と に お い て も 用 い ら れ る 。 こ の よ う に 、 ２ つ の ば ね を 利 用 す る だ け で
、 穿 刺 装 置 １ ０ は 十 分 に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 ２ つ の 向 か い 合 う ば ね を 使 用 す る こ と に よ り 、 駆 動 ば ね ４ ２ と 、 二 次 ば ね ４ ６ と の 間 の
ば ね 率 を 調 整 す る だ け で 、 穿 刺 の 強 度 を 調 整 す る こ と が で き 、 摩 擦 に よ る 相 互 作 用 お よ び
装 置 の 各 種 部 品 の 質 量 を 算 出 す る 必 要 性 が 軽 減 す る 。 一 般 的 に は 、 駆 動 ば ね ４ ２ の ば ね 定
数 は 、 二 次 ば ね ４ ６ の ば ね 定 数 よ り も 大 き く 、 そ の た め 二 次 ば ね ４ ６ は 初 期 の う ち に 、 駆
動 ば ね ４ ２ に よ り 生 じ る 力 に よ り 縮 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 の 穿 刺 装 置 １ ０ の 構 造 で は さ ら に 、 駆 動 ば ね ４ ２ と 、 二 次 ば ね ４ ６ と の 双 方 が シ ャ
フ ト ３ ８ 上 を 自 由 に 動 く こ と が で き る 状 態 に あ る 。 し た が っ て 、 各 ば ね の 一 方 ま た は 両 方
の 端 部 を 取 り 付 け る 必 要 が な く 、 穿 刺 装 置 １ ０ の 製 造 に 必 要 と さ れ る コ ス ト お よ び 時 間 が
軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 を 、 １ つ 以 上 の 特 定 の 実 施 態 様 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 当 業 者 に お い て は 、 本 発
明 の 本 質 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 多 様 な 変 更 を 加 え る こ と が で き る こ と が 理 解
さ れ よ う 。 こ れ ら の 実 施 態 様 お よ び そ の 自 明 な 改 変 そ れ ぞ れ が 、 請 求 の 範 囲 に 述 べ る 発 明
の 本 質 お よ び 範 囲 に 属 す る も の と 考 え ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 、 穿 刺 装 置 お よ び 端 部 キ ャ ッ プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 穿 刺 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ラ ン セ ッ ト を 受 け 入 れ た 状 態 で の 図 １ の 穿 刺 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ラ ン セ ッ ト を 受 け 入 れ た 状 態 で 、 停 止 位 置 に あ る 図 １ の 穿 刺 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 コ ッ キ ン グ 位 置 に あ る 図 １ の 穿 刺 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 コ ッ キ ン グ 位 置 に あ る 図 １ の 穿 刺 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 穿 刺 位 置 に あ る 図 １ の 穿 刺 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 、 図 １ の 穿 刺 装 置 の 押 し ボ タ ン の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 、 図 １ の 穿 刺 装 置 を 含 む 穿 刺 機 構 の 斜 視 図 で あ る
。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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